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特定主題分野の学術情報の提供：

サブジェクトゲートウェイを中心に

Services　for　Providing　UsefU1　Scholarly　lnformation　in　Special　Subject　Fields

理
㎜
真
田　
n

藤伊

1．はじめに

　1990年代にWWW（World　Wide　Web）が出現してから、インターネット上の情報量は爆発

的に増加し、2000年にはWebページ数が10億ページを超えた。国立国会図書館の調査によ

れば、2005年3月時点で、日本のWebデータ量は18．4TB（1TB＝1024GB）で、ファイル総

数は4億5000万ファイルであると推定されている1）。プログなど容易に情報発信できるッー

ルが開発され、ますますその傾向に拍車をかけている。学術情報に関しては、Web情報資源

は玉石混交であり、情報を簡単にかっ自由に書き換えることが可能なことから、情報の信頼

性や確実性において印刷資料と同じように扱うことはできないとされている。しかし、印刷

媒体ではなく、インターネット上でのみ発信される情報もあり、Web情報資源を情報収集の

有用な検索の情報源から除外することも困難になっている。

　膨大な情報資源から、探し求めているテーマに適する情報を効率よく検索するには、何ら

かの工夫が必要となる。従来、図書館は、さまざまな種類の利用者のニーズに対応できるよ

うに、蔵書目録を作成し提供してきた。同様に、Web情報資源にっいても有用な情報を選別

し組織化して、人々に提供することは妥当な考えといえよう。

　インターネット上の情報資源について、検索、閲覧が可能な目録を提供するサービスとし

て、サブジェクトゲートウェイがある。サブジェクトゲートウェイとは、組織的に情報発見

を支援するインターネットのサービスである2）。インターネット上の文書やオブジェクト、

サービスといった情報資源へのリンクを提供するのであるが、専門家がこれらの収集された

情報資源にっいての記述を行う、すなわちメタデータの作成を行うことを基本としている。

収集された情報は主題別に構造化される。大まかな主題区分による最小限の記述を有するリ

ンクリストもあれば、高次の基準に則って作成された質の高い記述と構造によるサービスも

ある。高次の基準によるサブジェクトゲートウェイサービスを、特に“Quality－controlled

subject　gateway”と呼んでいる3）。

　サブジェクトゲートウェイは、次の2点の要素によって特徴づけられている4〕：（1）情報

の質の管理がされている、（2）主題専門家や情報スペシャリストによって構築されている。
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人手により主題ごとに情報をグループ化している点では、サブジェクトゲートウェイは、

ディレクトリ型サーチエンジンと類似しているが、前者は公表された基準に基づいて評価さ

れた情報資源を選択し、かっ人手により情報資源に対する内容記述などの情報を構造化（メ

タデータを作成）しており、後者は学術的な情報から娯楽的なものまでできるだけ網羅的に

情報をカテゴリー化することを目的としている点で大きく異なる。また、サブジェクトゲー

トウェイの場合、利用対象者をその主題分野の研究者や専門家としており、一般に幅広く利

用されるサーチエンジンに比較して、利用者の質を見極めやすい。サブジェクトゲートウェ

イは、単なるリンクリストではなく、高品質のメタデータを対象とした検索機能を有するイ

ンターネットサービスである。リンク集では、収集した情報資源に対してメタデータの作成

は行われることはなく、選択基準が曖昧であったり、分類の方法が明示されなかったりとい

う可能性がある。

　著者の担当する科目「図書館情報学特殊演習」では、図書館情報学分野のインターネット

上の情報資源にっいて、図書館情報学を学ぶ学部学生や、司書を目指している学生に有用な

情報の提供を行うことを目的として、メタデータを作成している。特に日本語で発信されて

いる情報を収集・提供することを目的とし、最終的には、図書館情報学分野のサブジェクト

ゲートウェイサービスを構築することを目標としている。国内のWebページのHTMLファ

イルを対象とした国立国会図書館の調査によると、Webページに要素として設定されている

のは、タイトル95％、著者5％、概要14％、キーワード14％の害IJ合であった5）。つまり、

タイトル以外は、Webページ自体に検索のための記述がほとんどない。メタデータ作成は、

有用な専門情報の効果的な検索を補助するための重要なアクセス・ポイントを提供する。情

報を識別するために、新規にメタデータを作成する必要性が、統計的にも裏付けられてい

る。本論文では、国内での特定主題を対象としたサブジェクトゲートウェイの提供について

考察し、今後の特定主題分野の学術情報提供サービスのあり方を検討する。既存サービスを

比較・分析することによって、これからのサービス提供の基礎的なデータとすることができ

る。

2．サブジェクトゲートウェイプロジェクト

　各種のサブジェクトゲートウェイの作成・利用や支援のためのプロジェクトや、海外の代

表的なサブジェクトゲートウェイの特徴については、体系的な調査が行われている6）。サブ

ジェクトゲートウェイは、情報資源を主題別に分類し検索を可能とすることから、緑川は、

分類の利用方法に関して、分類体系の種類、利点・欠点、利用方法、構造などについて検討

している7）。特定主題分野に関する研究では、人文科学分野のサブジェクトゲートウェイに

っいて、サービスの重要な要素となる相互運用性の観点から研究が行われている9）。当該分

野にっいては、国内ではサブジェクトゲートウェイの構築は行われておらず、研究対象はす
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べて欧米のものであった。欧州では、1996年から欧州連合の研究開発プログラムである

DESIREプロジェクトが開始され、さまざまなサブジェクトゲートウェイにっいての標準的

なフォーマットや技術の開発を行って支援している。研究対象となったサブジェクトゲート

ウェイでは、このようなしっかりとした支援・開発に基づき、共通の基盤を持ったサービス

の構築と提供が行われていることが明らかとなっている。

　高等教育や研究のための総合的な学術ポータルにっいては、英国のResource　Discovery

Network（RDN）の紹介がある9）。主題分野別のサブジェクトゲートウェイをさらに発展さ

せることを目的として、Subject　Based　lnternet　Gateway　Pr（）j　ect（SBIG）を構築している。

　アジァでは、中国において1990年半ばから進められているサブジェクトゲートウェイの

現状にっいて報告がある1°）。研究対象となっているサブジェクトゲートウェイは、国家科学

デジタル図書館（CSDL）のもとに、生命科学、化学、数学・物理、資源開発、図書館情報

学の5っの主題に関するサブジェクトゲートウェイを構築している。図書館情報学について

焦点をあてて研究されているが、CSDLの運営、組織上の問題から、各学問分野の分類体系

と基準の不統一、システムで利用しているソフトウェアの問題、主題範囲が狭隆であること

などが問題点として指摘されている。

3．国内のサブジェクトゲートウェイ

　特定の主題分野での有用な学術情報の提供にっいて検討するため、本調査では主題分野を

限定してサービスを行っているサブジェクトゲートウェイにっいて、サービス提供の現状を

把握することを目的とした。特定の主題分野を対象とするという条件から、国立情報学研究

所の『大学Webサイト資源検索（試験提供版）』’1）や、東京大学情報基盤センターの『イン

ターネット学術情報インデックス（IRD』m）にっいては、本調査の対象外とした。対象とし

たサブジェクトゲートウェイを表1に示した。

表1．調査対象サブジェクトゲートウェイ

作　成　機　関 名　　称 主　題　分　野

筑波大学知的コミュニティ基
盤センター13）

東京学芸大学附属図書館14）

東京工業大学’5）

東京大学経済学部図書rB’fi）

東京農業大学’7）

農林水産研究計算・情報セン
ターIs）

知的コミュニティ情報システム
（lnfoLib）

教育総合データベース

電子図書館ネットワークリソース

データベース（TDL）

ENGEL（ENhancing　Gateway　of
Economic　Library）

Web情報検索
農学情報資源システム

（AGROPEDIA）農学情報データ

ベース（AGSEARCH）

図書館情報学、情報メ

ディア研究

教育学

理工学

経済学、社会科学分野

農学

農学
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　本調査は、公開されているサブジェクトゲートウェイの確認と、該当する研究論文に基づ

いて分析を行った。調査にあたっては、次の観点から比較・分析を行った：（1）情報資源の

収集範囲、（2）選択基準の有無、（3）メタデータフォーマットの種類、（4）検索機能、

（5）維持・管理、（6）システム説明（ヘルプ）、の6点である。これらは、Kochが既存のサ

ブジェクトゲートウェイについて概観した観点に基づいている19＞。ただし、Kochがとりあ

表2．サブジェクトゲートウェイの比較

LlfoLib
教育総合デー

TDL ENGEL Web情報検索 AGROPED】A
タベース

9曽

J始年 　　　99Q003年2月 1999年4月 2003年12月 2002年

図書館情報学お 主題

情報資

ｹの収
W範囲

よび情報メデイ

@研究関係の研

?ﾒ、学術機
ﾖ、団体、企業

ﾈどが発信して
｢る研究情報
}書館・情報セ

塔^ー等に関連

論文、教育
送ｿ、教育
ﾀ　践、Wbb
﨣��ﾜむ

内容のレベル

vebサイトを

ﾎ象
L告の有無

ｾ語：英語
ﾜたは日本語

ｴ則として無
ｿのサイト

47都道府県と
ｭ令指定都市が
Cンターネット

繧ﾅ提供する白

早A年鑑、報告

早A統計
fジタル画像

d子目録

情報資源の種類

c利目的以外

ｳ料の情報
ﾁ定の企業、政
}、宗教以外
Z術的にデータ

謫ｾが可能

した情報

有

選択基 （予め準備した

準の有 URLリストによ 有 無 有

無 りドメイン内の
文書を自動収集）

メタデー

タフォー ダブリン・コア ダブリン・ ダブリン・コア ダブリン・コア

マットの に準拠 コアに準拠 に準拠 に準拠

種類

フィールド 簡易検索1タイ キーワード
指定検索 トル、作成者、 検索

検索機

¥

簡易検索

ﾚ細検索
uラウジング
uール演算子使

p可

トランケー
Vョン使用
ﾂ用語間の

`ND／OR指定

ﾂ項目間の論

揄猿Z子使

キーワード
沚�

uイールド
w定検索

uラウジン
Oブール演算

q使用可能

主題・キーワード

ﾚ細検索：全項
ﾚ階層検索1検索

ﾎ象データベー
X限定

gランケーショ

梼g用可

ブラウジン
O：検索対
ﾛサイト限
閨i学内／農

w関連学会
Tイト）

vール演算
q使用可

詳細検索

ｩ然文検索
uラウジング

fータベース限
閭vール演算子使

p可

用可 プール演算子使

用可

維持・

ﾇ理

リンク切れ自

ｮチェック
週1回更新

W6bページ更新
ﾌ自動チェック

システム

説明（へ 無 有 有 有 有 有

ルプ）

図書館情報学関 “サーチエンジ

係メタデータ・ ン農林一号”は

備考 データベース 1998年4月公開

（1999年～）を アクセス制限有

含む り
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げた観点に含まれている「相互運用性」と「ビジネスモデル」の点にっいては、得られる情

報がほとんどなかったため、ここでは含めていない。分析結果は表2の通りである。情報が

得られなかった項目については空欄となっている。

　サブジェクトゲートウェイでは、収集対象となる情報資源の質が問われる。収集範囲を明

示するとともに、収集した情報資源の評価基準は重要なチェックポイントである。表2でも

わかるとおり、調査対象のすべてが明確な基準を開示しているわけではなかった。

　メタデータフォーマットは、ダブリン・コアが用いられている。表2には記述されていな

いが、「AGROPEDIA』では、国際的な情報交換プロトコルのOAI－PMHに準拠しており、

データの互換性に配慮していることがわかる。

　検索機能にっいては、『教育総合データベース』以外のサブジェクトゲートウェイで、

キーワード検索と、用語の条件をさらに詳細に設定して行うことができる機能や、ブラウジ

ング機能を備えている。調査対象サービスは主題分野に特化していることから、たとえば、

『教育総合データベース』の場合、「教科書番号」、「学校制度」、「対象学年」といった分野特

有の項目が設定されている。また、『AGROPEDIA』では、キーワード検索だけでなく、質

問文を文章で入力することや、論文題名や抄録の検索が可能となっている。研究者だけでな

く、学術的な情報を探している一般利用者を想定していることが考えられる。また、ダブリ

ン・コアの基本項目の他に、農・林・水産業の区分、研究対象のカテゴリーを追加すること

によって、カテゴリーによるブラウジングを可能としている。

　公開されているサブジェクトゲートウェイからは、メタデータの更新などについての情報

を得ることが困難であった。情報の更新や維持管理にっいて研究論文から明らかになったの

は、Webページの内容の更新を把握することが困難であること、ソフトウェアによる自動収

集やチェックは限界があることなどである2°）。

4．今後に向けて

　本調査では、その調査方法の限界により、各サブジェクトゲートウェイの詳細な情報収集

と分析が困難であったが、サブジェクトゲートウェイ間の比較および関連文献から、いくつ

かの課題が明らかとなった。各サブジェクトゲートウェイは、単独でサービスの提供が行わ

れている。尾城は、『TDL』の今後の検討として、サブジェクトゲートウェイ間の協調をあ

げている21）。この点については、Dempseyらも必要性を指摘している22）。協調作業を行うこ

とにより、提供者にとっては、維持・管理の作業の分担、開発や広報活動の共同化をはかる

ことができ、利用者にとっては、複数分野を横断検索し、多様で複雑なインターフェースの

煩わしさを回避することができる。第2章で述べたように、RDNの先例を参考にすることが

可能であろう。業務を分担するためには、各々のサービスがどのようなものであるかにっい

ての情報の提供が必要である。本調査の分析において、公開されているサブジェクトゲート
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ウェイのWebサイト上で得られる情報は少なかった。しかし、調査対象としなかった

『IRI』は、同一サイト上で、当該サブジェクトゲートウェイの情報収集範囲、基準、記述な

どについて詳細な情報を提供している。その他のサブジェクトゲートウェイでも同様な対処

がなされることを期待したい。

　調査対象のサブジェクトゲートウェイでは、多言語によるサービスの提供が行われていな

い。研究が中断しているため本調査での対象に含めなかったが、公共図書館のサービスを意

識したインターネット情報資源の日・中・韓3力国語によるサブジェクトゲートウェイの試

みとして、『lnternet　Public　Library　Asia』があるas＞。インターフェースも3力国語で提供して

おり、アジア言語によるプロジェクトとして興味深い。提供する情報の活用を拡大するため

に、このような言語を意識したインターフェースの検討も重要である。

　小山は、「IRI』の検討結果として、有用な情報資源の収集・選択のための特定主題分野の

知識の必要性、対象となるWebページの選択24）、メタデータ記述の情報源の判断、　Webペー

ジのヴァージョンの管理、メタデータ更新の必要性などを課題としている25）。これらの課題

は、本調査で対象としたサブジェクトゲートウェイでも、今後さらに検討し改善していくこ

とが求められている点であるといえる。特に、Webページの内容の更新に伴うメタデータの

修正について、効率的な処置の検討が必要であることが明らかとなった。これらの改善の必

要性を把握・理解することは、既存サービスの改善にっながる第一歩であり、有用な専門情

報の提供と効果的な利用の促進にっながるものである。

　管見によれば、2004年2月に文献調査と併せて行った結果26）の他に、国内では新たな

サービスが構築されていない。大学での各専攻分野での有用な情報資源の収集と提供は、研

究での有益なッールであり、かっ主題知識を持っ人材を豊富に抱える機関だからこそ可能な

サービスである。既存サービスに関する本研究の結果は、主題専門分野の教育・研究の発展

への寄与にふさわしい新たな情報提供サービスの構築を試みるための基礎的なデータとする

ことが可能であろう。

　なお、国内のサブジェクトゲートウェイの調査は、本学文学部図書館情報学科伊藤特殊演

習ゼミ4年次生浅野めぐみ、小黒清香、掛布敦美、柴田ゆき乃、鈴木こころ、高見沙織、橋

本恵里、林貴子の協力による。
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